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「
ど
う
し
て
文
学
作
品
を
読
む
の
？
」
に 

ど
う
答
え
る
か 

上
西
信
夫
（
文
芸
教
育
研
究
協
議
会
委
員
長
） 

 

■
二
つ
の
研
究
会
か
ら 

「
ど
う
し
て
文
学
作
品
を
読
む
の
？
」―

―

今
年
二
月｢

先
生
と
た

ま
ご
の
が
っ
こ
」
（
略
称
「
セ
ン
た
ま
ネ
ッ
ト
」
／
青
年
教
師
と
教
職

を
め
ざ
す
大
学
生
の
会
）
が
東
京
で
あ
り
講
師
を
務
め
た
。
国
語
分
科

会
で
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
が
「
ど
う
し
て
文
学
作
品
を
読
む
の
？
」
で

あ
っ
た
。
「
セ
ン
た
ま
ネ
ッ
ト
」
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
問
題
意
識

が
お
お
よ
そ
理
解
で
き
る
。
操
作
・
適
応
型
言
語
能
力
＝
国
語
力
で
あ

り
、
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
を
通
し
て
そ
れ
へ
の
シ
フ
ト
・
強
要
が
進

ん
で
い
る
現
状
へ
の
批
判
的
検
討
を
深
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
学
生
の
中
に
は
文
学
部
の
学
生
も
お
り
、
昨
今
の
人
文
科
学
の
縮

小
・
再
編
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
文
学
を
な
ぜ
学
ぶ
の
か
と
い
う
根

源
的
な
問
い
に
向
き
合
っ
て
い
る
参
加
者
も
い
た
。
現
職
の
青
年
教
師

に
と
っ
て
は
、
単
貫
言
・
Ａ
Ｌ
、
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

「
見
方
・
考
え
方
」
「
資
質
・
能
力
」
と
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
国
語

の
教
科
内
容
・
方
法
・
構
造
変
化
の
嵐
の
中
で
、
国
語
は
何
を
す
る
教

科
か
と
い
う
こ
れ
ま
た
根
源
的
な
問
い
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。「
ど

う
し
て
文
学
作
品
を
読
む
の
？
」
の
テ
ー
マ
は
以
上
の
問
題
を
内
包
し

て
い
る
。 

今
年
一
月
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
あ
る
私
学
・
旭
丘
高
校
の
全
学
教
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育
研
究
集
会
へ
共
同
研
究
者
と
し
て
参
加
し
た
。
い
わ
ゆ
る
進
学
校
で

は
な
い
が
憲
法
・
四
七
年
教
育
基
本
法
・
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
学
校

経
営
の
指
針
と
し
た
生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
が
対
等
平
等
の
関
係
で

教
育
課
程
・
授
業
づ
く
り
を
行
う
稀
代
な
高
校
で
あ
る
。
文
芸
研
で
も

招
聘
し
た
堀
尾
輝
久
氏
（
教
育
学
・
東
大
名
誉
教
授
）
や
植
田
健
夫
氏

（
教
育
課
程
・
名
古
屋
大
）
、
三
輪
定
宣
氏
（
教
育
条
件
・
千
葉
大
名

誉
教
授
）
ら
が
賛
助
会
員
と
し
て
旭
丘
高
校
の
教
育
を
理
論
的
に
支
え

て
い
る
。
こ
の
研
究
会
の
中
で
も
、
改
訂
高
校
学
習
指
導
要
領
・
国
語

の
問
題
点
と
文
芸
（
学
）
教
育
の
現
在
的
意
義
に
つ
い
て
話
す
機
会
が

あ
っ
た
。
（
以
下
の
内
容
は
「
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
批
判
検
討
・
職

場
討
議
資
料
・
全
教
編
」
を
引
用･

参
照
し
た
。
） 

今
年
度
か
ら
本
格
実
施
の
改
訂
高
校
学
習
指
導
要
領
・
国
語
の
問
題

点
を
端
的
に
指
摘
す
る
と
、 

①
実
社
会
・
実
用
性
の
過
度
の
強
調 

 

②
教
育
課
程
編
成
の
困
難
さ 

 

③
「
こ
と
ば
」
の
芸
術
性
の
軽
視 

 

④
個
人
の
発
達
を
期
す
る
教
育
か
ら
「
我
が
国
の
言
語
文
化
の
担

い
手
」
を
育
成
す
る
国
語
教
育
へ 

と
改
訂
学
習
指
導
要
領
全
体
に
関

わ
る
問
題
が
国
語
に
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
。 

①
は
小
学
校
・
中
学
校
の
実
生
活
に
役
立
つ
実
用
国
語
・
プ
レ
ゼ
ン

社
会
を
生
き
抜
く
「
活
用
力
」
重
視
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
（
実
用
主

義
言
語
観
）
④
は
「
伝
国
」
領
域
の
登
場
と
呼
応
し
、
教
育
の
目
的
を

個
人
の
人
格
の
発
達
よ
り
、
日
本
語
及
び
日
本
文
化
の
優
位
性
、
国
家

の
担
い
手
と
し
て―

人
材
と
と
ら
え
る
国
家
主
義
的
な
言
語
観
、
先
の

実
用
主
義
言
語
観
と
国
家
主
義
言
語
観
が
グ
ロ
テ
ス
ク
に
接
続
し
て
い

る
。 

②
に
つ
い
て
は
義
務
制
の
教
員
に
は
馴
染
み
が
な
い
が
、
高
校
独
自

の
教
科
構
造
の
問
題
で
あ
る
。
従
来
の
「
国
語
総
合
（
現
代
文
・
古
典
・

表
現
）
」
が
「
現
代
の
国
語
」
と
「
言
語
文
化
」
に
分
か
れ
、
「
現
代

の
国
語
」
は
実
用
的
な
情
報
の
扱
い
方
、
伝
え
る
た
め
の
表
現
の
役
割
、

場
に
応
じ
た
議
論
の
仕
方
、
文
章
の
整
え
方
や
工
夫
な
ど
実
用
性
・
論

理
性
に
重
き
を
置
く
。
「
言
語
文
化
」
は
古
典
の
学
習
を
含
め
た
「
我

が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

「
現
代
の
国
語
」
と
「
言
語
文
化
」
の
必
修
科
目
に
加
え
、
今
回
の
改

訂
で
は
「
論
理
国
語
」
「
文
学
国
語
」
「
古
典
探
究
」
「
国
語
表
現
」

の
四
科
目
が
置
か
れ
る
。
従
来
の
「
現
代
文
Ｂ
」
（
四
単
位
）
で
は
評

論
・
随
筆
・
小
説
・
韻
文
な
ど
多
様
な
文
章
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ぶ
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
改
訂
で
は
事
実
上
「
論
理
国

語
」
と
「
文
学
国
語
」
に
細
分
化
さ
れ
、
単
位
数
と
の
関
係
（
各
四
単

位
）
で
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
圧
迫
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
結

果
苦
肉
の
策
と
し
て
大
学
受
験
を
意
識
し
た
教
育
課
程
を
組
む
学
校
で

は
「
論
理
国
語
」
を
、
進
路
多
様
校
で
は
「
文
学
国
語
」
を
選
択
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
育
成
さ
れ
る
国
語
力
に
偏
り
が
出
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
。 

②
と
リ
ン
ク
し
て
③
の
「
こ
と
ば
」
の
芸
術
性
の
軽
視
が
、
文
芸
研
と

直
接
か
か
わ
る
問
題
点
で
あ
り
、
冒
頭
の
「
セ
ン
た
ま
」
実
行
委
員
の
問

題
意
識―

「
ど
う
し
て
文
学
作
品
を
読
む
の
？
」
と
関
わ
っ
て
く
る
。 

 

■
変
革
主
体
を
育
て
る
国
語
教
育 

文
芸
研
は
教
育
の
目
的
を
〈
自
己
と
自
己
を
と
り
ま
く
世
界
を
よ
り

よ
く
変
革
す
る
主
体
に
育
て
る
〉
革
新
的
営
み
と
し
、
国
語
教
育
の
目

的
を
〈
こ
と
ば
で
人
間
の
真
実
や
も
の
ご
と
の
本
質
・
法
則
・
真
理
・
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価
値
・
意
味
を
認
識
し
、
表
現
す
る
力
を
育
て
る
〉
と
規
定
し
て
い
る
。

今
、
〈
変
革
主
体
〉
に
育
て
る
こ
と
の
意
味
は
極
め
て
大
事
な
視
点
で

あ
る
。
先
に
改
訂
高
校
学
習
指
導
要
領
・
国
語
を
「
実
用
主
義
言
語
観

と
国
家
主
義
言
語
観
が
グ
ロ
テ
ス
ク
に
接
続
し
て
い
る
」
言
語
観
と
い

う
こ
と
を
引
用
・
言
及
し
た
が
、
実
用
主
義
的
言
語
観
と
は
換
言
す
れ

ば
競
争
社
会
を
生
き
抜
く
新
自
由
主
義
的
言
語
観
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
佐
貫
は
「
世
界
の
意
味
を
競
争
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
描

き
出
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
の
強
大
な
世
界
資
本
の
構
想
に
一
体
化
し

て
『
活
躍
』
す
る
能
動
性
を
一
方
的
な
価
値
意
識
の
教
育
（
競
争
社
会

へ
の
同
化
、
国
家
主
義
的
あ
る
い
は
覇
権
主
義
的
な
歴
史
意
識
の
形
成
、

道
徳
規
範
の
押
し
付
け
な
ど
に
よ
っ
て
）
に
よ
っ
て
呼
び
覚
ま
し
、
学

力
を
活
性
化
し
、
応
用
力
や
創
造
力
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
も
の
」
で

あ
り
、
そ
の
結
果
学
力
と
人
格
の
乖
離
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘

し
、
「
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
学
力
と
人
格
の
結
合
を
人
間
の
尊
厳
を
回

復
す
る
方
向
で
組
織
す
る
教
育
実
践
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。
」
と

い
う
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
〈
変
革
主
体
〉
で
あ
る
。
「
人
類
は
抵
抗

の
主
体―

よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
人
間
の
『
命
』
に
立
ち
は
だ
か

る
障
害
と
し
て
の
自
然
や
社
会
の
矛
盾
と
の
た
た
か
い―

を
通
し
て
、

文
化
的
歴
史
的
変
革
に
向
か
う
主
体
性
を
再
構
築
し
続
け
て
き
た
。
こ

の
変
革
主
体
性
の
実
現
へ
の
欲
求
は
、
現
代
に
お
け
る
人
間
の
根
源
的

な
能
動
性
を
構
成
す
る
人
間
的
本
質
と
し
て
人
格
の
中
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
」
（
佐
貫
浩 

法
政
大
名
誉
教
授 

「
学
力
と
人
格
を
結
び
つ
け
る
」

『
ク
レ
ス
コ
』2

0
1

8
.

年

1
1

月
号
） 

文
芸
研
が
掲
げ
る
〈
認
識
と
表
現
の

力
を
育
て
る
国
語
教
育
〉
は
、
子
ど
も
・
生
徒
を
〈
変
革
主
体
〉
に
育

て
る
た
め
で
あ
り
、
文
芸
を
文
芸
と
し
て
読
む―

《
た
し
か
め
よ
み
》

の
切
実
な
共
体
験
の
成
立
と
、
《
ま
と
め
よ
み
》
の
主
題
・
思
想
を
つ

か
み
、
典
型
を
め
ざ
す
読
み
も
、
《
も
の
の
見
方
・
考
え
方
》
も
、
す

べ
て
人
間
的
な
感
性
と
深
い
認
識
力
を
育
て
る
こ
と
、
〈
変
革
主
体
〉

に
育
て
る
こ
と
に
収
斂
す
る
。
国
語
科
教
育
の
本
流―

学
力
（
こ
と
ば･

表
現
、
美
と
真
実
、
も
の
の
見
方･

考
え
方
）
と
人
格
形
成
の
統
一
を
め

ざ
し
て
、
私
た
ち
は
同
志
と
し
て
歩
み
た
い
。 

 

■
相
補
的
世
界
観 

囲
碁
や
将
棋
の
世
界
で
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
人
間
の
対
決
が
注
目

を
集
め
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｉ
が
俳
句
を
「
創
作
」
し
、
そ
の
完

成
度
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
が
発
達
す
る
中
で
大
学
が
な
す
べ

き
「
学
び
」
と
は
何
か
。
新
た
な
時
代
に
お
け
る
人
文
教
育
の
あ
り
方

を
議
論
し
た
第
一
四
回
朝
日
教
育
会
議
が
あ
っ
た
。
「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ
ー
」
＊

と
い
う
概
念
は
そ
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
。
福
岡
は
シ
ン
ギ

ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
立
場
で
興
味
深
い
発
言
を
し
て

い
る
。
長
く
な
る
が
一
部
を
引
用
す
る
。
（
福
岡
伸
一:

生
物
学
者
・
青
山

学
院
大
学
教
授
／
朝
日
教
育
会
議
で
の
基
調
講
演

2
0

1
8

.1
2

.1
5
 

青
山
学
院
大
学

／2
0

1
9

.1
.1

8

朝
日
新
聞
東
京
本
社
版
記
事
） 

「…

生
き
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
食
べ
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
食
べ
た
物
の
粒
子
は
胎
内
に
散
ら
ば
り
、
体
の
一
部
に
な
り
ま

す
。
こ
の
時
、
同
時
に
別
の
プ
ロ
セ
ス
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

体
を
形
づ
く
っ
て
い
た
粒
子
が
代
わ
り
に
抜
け
出
し
外
に
捨
て
ら
れ
る

こ
と
。
つ
ま
り
「
食
べ
る
」
こ
と
で
自
分
自
身
の
体
を
入
れ
替
え
て
い

る
の
で
す
。
体
は
常
に
壊
さ
れ
、
つ
く
り
替
え
ら
れ
る
。
昨
日
の
私
は

今
日
の
私
で
は
な
い
。
一
年
前
と
も
な
れ
ば
生
物
的
に
は
別
人
な
の
で

す
。 

…

生
命
と
は
何
か
。
私
は
『
動
的
平
衡
に
あ
る
状
態
』
だ
と
思
い
ま
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す
。
動
的
平
衡
と
は
、
つ
く
る
こ
と
よ
り
も
壊
す
こ
と
を
優
先
す
る
。

壊
さ
な
い
と
つ
く
れ
な
い
。
壊
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
安
定
さ
を

利
用
し
て
つ
く
り
直
す
。
こ
の
時
同
時
に
絶
え
間
な
く
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

（
乱
雑
さ
・
無
秩
序
）
が
捨
て
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
（
つ
く
り

替
え
は
完
璧
に
は
で
き
ず
、
酸
化
物
や
ゴ
ミ
が
残
り
ま
す
。
徐
々
に
蓄

積
さ
れ
、
生
命
は
エ
ン
ト
ロ
ビ
ー
増
大
の
法
則
に
完
全
に
打
ち
勝
つ
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
我
々
に
は
寿
命
が
あ
る
の
で
す
。
）
変
わ

ら
な
い
た
め
に
変
わ
り
続
け
る
、
禅
問
答
の
よ
う
で
す
が
、
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
、
絶
え
ず
小
さ
く
変
わ
り
続
け
る
の
が
生

命
体
。
絶
え
間
な
い
均
衡
の
上
で
成
り
立
っ
て
い
る
状
態
、
現
象
と
し

て
の
生
命
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
生
命
は
柔
軟
で
、
可
変
的
で
、
病
気

や
ケ
ガ
で
も
新
し
い
平
衡
状
態
を
作
り
出
せ
る
も
の
な
の
で
す
。 

分
解
と
合
成
と
い
う
相
反
す
る
行
為
を
同
時
に
実
行
す
る
動
的
平

衡
の
生
命
観
は
、
Ａ
Ｉ
に
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
（
西
郷
先
生
な

ら
「
好
き
だ
け
ど
嫌
い
」
と
い
う
男
女
の
仲
に
譬
え
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
）
私
は
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
『
Ａ

Ｉ
的
』
な
見
方
は
『
機
械
論
的
な
見
方
』
で
す
。
パ
ラ
パ
ラ
漫
画
の
よ

う
に
時
間
を
分
解
し
て
つ
な
ぎ
、
物
事
の
動
き
を
見
て
い
ま
す
。
『
人

間
』
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
学
問
で
あ
る
『
人
文
知
』
は
そ
う
で
は
な

い
。
パ
ラ
パ
ラ
漫
画
に
な
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
的
な
見
方
で
な
く
、
自
然
に

対
す
る
本
来
の
見
方
を
取
り
戻
す
学
問
の
働
き
で
す
。
『
動
的
平
衡
』

の
見
方
も
『
人
間
の
知
性
だ
け
が
で
き
る
見
方
』
な
の
で
す
。
」
「
パ

ラ
パ
ラ
漫
画
に
な
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
的
な
見
方
で
は
な
く
」
と
は
、
還
元

論
的
な
見
方
で
は
な
く
「
動
的
平
衡
」
の
よ
う
な
相
関
的
・
相
補
的
な

見
方
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

西
郷
先
生
が
晩
年
、
西
郷
文
芸
学
は
二
元
論
で
は
な
く
、
相
関
的
・

相
補
的
世
界
観
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
力
説
し
、
福
岡
伸
一
氏
の
著

書
を
紹
介
し
、
西
郷
文
芸
学
理
論
と
の
相
似
性
に
言
及
し
、
高
く
評
価

し
た
所
以
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
視
点
論
か
ら
導
か
れ
る
同
化
体
験
・
異

化
体
験
の
な
い
ま
ぜ
と
な
っ
た
共
体
験
論
、
表
現
論
と
し
て
の
情
景
描

写
の
主
観
（
視
点
）
と
客
観
（
対
象
）
の
相
関
関
係
、
美
の
客
観
主
義･

主
観
主
義
で
も
な
い
相
関
説
、
現
実
と
非
現
実
の
あ
わ
い
に
成
り
立
つ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
論
、
複
合
形
象
論
（
人
物
論
）
、
自
在
に
相
変
移
す
る

入
子
型
重
層
構
造
（
西
郷
模
式
図
）
の
双
方
向
の
矢
印
（⇄

）
も…

す

べ
て
西
郷
文
芸
学
理
論
は
相
関
的
・
相
補
的
原
理
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

（
東
洋
の
世
界
観
で
あ
る
「
二
而
不
二
」―

二
に
し
て
二
に
あ
ら
ず
。

主
体
と
客
体
は
別
個
の
「
二
」
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
認
識
・
表
現
に

お
い
て
は
「
相
関
・
相
補
」
的
、
つ
ま
り
不
二
で
あ
り
「
一
如
」
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
） 

＊
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー:

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
人
間
の
知
性
を
超
え
、
世
界
を

根
底
か
ら
変
え
て
し
ま
う
転
換
点
を
い
う
。
Ａ
Ｉ
の
将
来
を
考
え
る
と
と
き
の
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
人
工
知
能
が
爆
発
的
な
進
化
を
遂
げ
、
「
人
間
が
Ａ
Ｉ
に

支
配
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
形
で
現
在
と
は
全
く
違
う
世
界
が
出
現
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。 

 

■
「
ど
う
し
て
文
学
作
品
を
読
む
の
？
」
か 

二
月
に
逝
去
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
は
、
本
に
親
し
ん
で
き
た

日
本
人
が
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
興
じ
、
古
典
と
向
き
合
う
時
間
を
な

く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
風
潮
を
惜
し
ん
で
い
た
。
（
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

の
）
「
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
」
か
ら
得
ら
れ
る
喜
び
に
は
限
り
が
あ
る

と
指
摘
し
、
人
間
性
の
探
究
に
駆
り
立
て
る
文
学
が
再
び
必
要
と
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
書
い
た
。
近
年
は
、
現
在
の
私
た
ち
に
通
じ
る
孤



5 

 

独
や
自
信
と
不
安
が
背
中
合
わ
せ
の
矛
盾
を
描
い
て
い
る
と
し
て
、
啄

木
の
作
品
を
評
価
し
勧
め
て
い
た
。
（
「
朝
日
新
聞
」
社
説 

2
0

1
9

.2
.2

6

） 
豊
か
な
文
化
の
中
に
可
能
性
が
あ
る
と
説
い
た
キ
ー
ン
氏
の
こ
と

ば
を
具
体
的
に
引
き
取
っ
た
の
が
、
西
郷
先
生
の
『
啄
木
名
歌
の
美
学
』

（
黎
明
書
房

2
0

1
2

）

で
あ
る
。
〈
歌
と
し
て
詠
み
、
詩
と
し
て
読
む
三
行

書
き
形
式
の
文
芸
学
的
考
察
〉
の
副
題
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

啄
木
の
名
歌
を
相
補
的
に
詠
む
・
読
む
こ
と
に
よ
る
美
的
体
験
の
成
立

と
独
自
な
三
行
詩
の
構
成
（
文
体
）
に
秩
序
立
て
ら
れ
こ
と
に
よ
る
虚

構
の
小
宇
宙
。
文
芸
作
品
の
構
成
・
文
体
（
形
式
）
と
主
題
・
思
想
、

視
点
の
移
動
（
構
成
）
と
文
芸
体
験…

と
、
西
郷
先
生
は
文
芸
教
育
の

可
能
性
を
指
し
示
し
て
く
れ
て
い
る
。 

二
〇
一
六
年
来
文
部
科
学
省
が
、
人
文
科
学
の
縮
小
・
再
編
の
方
針

を
出
し
た
こ
と
は
、
文
芸
教
育
と
無
関
係
で
は
な
い
。
新
自
由
主
義
・

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の
競
争
力
を
つ
け
る
た
め
、
短
期
的
な
利
益
追
求

の
要
請
の
も
と
、
そ
の
最
大
の
犠
牲
は
芸
術
と
人
文
科
学
の
領
域
で
あ

る
。
人
間
性
を
主
題
と
す
る
よ
う
な
学
問
諸
分
野
（
芸
術
と
人
文
科
学
）

は
大
学
運
営
に
お
け
る
お
荷
物
と
さ
れ
、
無
用
の
長
物
と
見
な
さ
れ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
例
で
は
、
規
模
の
縮
小
・
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
削
減
、

最
終
的
に
は
部
門
の
廃
止
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
「
長
く
文
学
や
哲

学
は
、
世
界
を
読
み
解
き
変
え
て
き
た
の
に
、
国
益
を
追
求
す
る
あ
ま

り
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
存
続
に
必
要
な
技
能
を
放
棄
し
て
い
る―

静
か
な

危
機
に
注
目
せ
よ
」
と
ヌ
ス
バ
ウ
ム
は
警
告
す
る
。
（
『
経
済
成
長
が
す

べ
て
か―

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
人
文
学
を
必
要
と
す
る
理
由
』
・
岩
波
書
店 

2
0

1
3

）

人
間
と
は
何
か―

を
追
究
す
る
芸
術
・
人
文
科
学
を
学
ぶ
者
は
、
そ
の

過
程
で
他
者
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
想
像
す
る
こ
と
を
身
に
つ
け

る
。
そ
れ
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
繁
栄
に
は
不
可
欠
な
能
力
、
「
内
な
る

目
」
（
批
判
的
思
考
力
と
想
像
力
）
を
育
て
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

（
文
芸
研
第
五
三
回
横
浜
大
会
基
調
提
案 

上
西 

2
0

1
8

） 

文
芸
作
品
の
正
し
い
理
解
が
で
き
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら

の
中
に
あ
る
善
な
る
も
の
、
美
な
る
も
の
、
す
ば
ら
し
い
も
の
を
発
見

し
、
そ
れ
を
限
り
な
く
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
。

ま
た
、
不
正
や
悪
、
醜
い
も
の
や
愚
か
な
も
の
つ
い
て
憎
み
、
怒
り
、

嘲
笑
う
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
に
育
て
る
。
文
芸
は
、
「
思
考
と
感
情

に
同
時
に
強
く
は
た
ら
き
か
け
る
（
ゴ
ー
リ
キ
ー
）
も
の
」
で
あ
り
、

ま
さ
に
人
間
学
な
の
で
あ
る
。 

文
芸
教
育
は
作
品
世
界
に
呼
吸
し
、
作
中
人
物
と
と
も
に
生
き
る
こ

と
を
と
お
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
中
を
矛
盾
を
は
ら
ん
で
生
き
る

人
間
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
の
中
で
自
己
と
状
況
を
、
よ
り
よ

く
つ
く
り
変
え
て
い
く
意
思
と
能
力
を
持
っ
た
人
間
（
変
革
主
体
）
に

育
て
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
高
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
貫
か
れ
た
文
芸
は
、

人
間
へ
の
夢
と
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
敵
に
対
す
る
怒
り
に
満
ち
て
い
る
。

文
芸
の
感
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
愛
す
べ
き
も
の
を
ひ
た
む
き

に
愛
し
、
憎
む
べ
き
も
の
を
あ
く
ま
で
も
憎
む
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た

人
間
の
喜
び
や
悲
し
み
、
苦
し
み
悩
み
、
生
き
が
い
と
い
う
も
の
が
わ

か
る
豊
か
な
感
情
と
強
い
意
志
を
育
て
た
い
と
思
う
。
（
文
芸
研
第
五
三

回
横
浜
大
会
基
調
提
案 

上
西 

2
0

1
8

） 
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唐
津
文
芸
研
（
国
語
の
教
室
） 

文
芸
研
の
学
習
会
の
感
想 

唐
津
文
芸
研
・
川
口
芹
奈 

 

文
芸
研
の
学
習
会
を
佐
賀
県
の
唐
津
市
で
開
い
て
い
た
だ
け
た
こ

と
に
、
と
て
も
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
一
昨
年
、
同
学
年
を
組
ん
で

い
た
中
島
陽
子
先
生
と
の
出
会
い
が
、
文
芸
研
と
の
出
会
い
で
し
た
。

読
み
深
め
る
こ
と
・
わ
か
る
こ
と
が
、
こ
れ
ほ
ど
楽
し
い
も
の
だ
と
い

う
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
文
芸
研
で
学
ん
で
あ
る
先
生
方
の
授
業
は
、

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
考
え
、
自
分
の
思
い
を
精
一
杯
伝
え
、
友

達
の
考
え
を
聞
き
な
が
ら
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
く
本
当
の
深
い
学
び
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
神
戸
・
神
奈
川
で
の
全
国
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
た
く
さ
ん
の
先
生
が
研
究
し
て
い
る
姿
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。 

 

唐
津
の
学
習
会
で
は
、
野
澤
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
２
９
名
の
先
生

方
と
学
習
を
し
ま
し
た
。
唐
津
を
中
心
に
昔
文
芸
研
を
学
ん
で
い
た
先

生
方
や
、
初
め
て
文
芸
研
を
知
っ
た
２
０
代
の
先
生
な
ど
、
幅
広
い
世

代
で
の
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

午
前
の
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
の
学
習
会
で
は
、
豆
太
の
人
物
像
を
ど

う
読
む
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
は
、
文

章
に
書
い
て
あ
る
通
り
、
豆
太
は
臆
病
と
い
う
読
み
が
多
か
っ
た
で
す

が
、
本
当
に
５
つ
で
せ
っ
ち
ん
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
臆
病

な
の
か
と
い
う
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
話
し
合
い
を
し
て
い
く
中

で
、
人
物
像
を
考
え
る
時
に
、
主
人
公
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
抑
え

て
「
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
「
海

の
命
」
の
講
義
で
は
、
太
一
が
瀬
の
主
と
出
会
い
、
ク
エ
に
も
り
を
刺

す
か
葛
藤
す
る
場
面
で
は
、
初
め
は
ク
エ
を
取
ら
な
か
っ
た
の
は
ク
エ

と
お
と
う
を
重
ね
た
た
め
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
先
生
方
の

考
え
を
聞
き
、
お
と
う
の
死
を
乗
り
越
え
与
吉
じ
い
さ
の
考
え
に
学
ん

だ
太
一
だ
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
つ
な
が
り
の
中
に
生
き
る
大
魚
を
海
の

命
だ
と
考
え
、
殺
さ
ず
に
す
ん
だ
の
だ
と
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
文
芸
が
わ
か
る
楽
し
さ
を
、
こ
の
講
座
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 詩

の
授
業
で
は
、
「
竹
」
と
い
う
作
品
を
読
ん
だ
説
明
が
一
番
心
に

残
り
ま
し
た
。
詩
を
ま
ず
は
読
み
、
目
で
見
て
声
に
出
し
て
わ
か
る
違

い
か
ら
着
目
し
、
連
ご
と
の
言
葉
の
違
い
、
そ
し
て
、
そ
の
意
味
を
読

み
取
り
、
最
後
に
自
分
が
題
名
を
つ
け
る
と
し
た
ら
と
い
う
問
い
が
、

そ
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
表
し
て
い
て
と
て
も
面
白
か
っ
た
で

す
。 今

回
の
学
習
会
で
は
、
具

体
的
な
教
材
を
使
い
な
が
ら

理
論
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

ま
で
感
覚
だ
っ
た
も
の
が
、

確
か
な
理
論
で
わ
か
る
こ
と

が
と
て
も
面
白
く
、
さ
ら
に

学
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
深
い
学
び
が
で
き
る
授

業
を
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

私
自
身
が
学
ぶ
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。 
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青
年
学
校
だ
よ
り(

一
月
開
催) 

豊
中
サ
ー
ク
ル 

山
本
千
恵
子 

 
 若

い
頃
、
国
語
の
系
統
指
導
と
い
う
西
郷
先
生
の
提
起
を
知
っ
た
時
は

衝
撃
で
し
た
。
で
も
時
折
読
む
書
物
や
文
芸
研
の
大
会
に
行
っ
て
も
そ

の
教
材
で
は
な
る
ほ
ど
と
思
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
正
直
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。 

 

青
年
学
校
の
存
在
は
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
当
時
は
時
間
も
費
用

も
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
関
心
は
あ
っ
た
の
で
す
が
参
加
に
ま
で
踏
み
切

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

京
都
大
会
に
娘
と
参
加
し
た
時
に
、
青
年
学
校
の
お
誘
い
を
受
け
、

自
分
が
や
れ
な
か
っ
た
の
で
、
娘
に
は
若
い
う
ち
に
学
べ
ば
き
っ
と
得

る
も
の
が
あ
る
と
強
く
勧
め
ま
し
た
。 

 

１
４
期
に
参
加
し
た
娘
の
資
料
や
話
か
ら
内
容
が
素
晴
ら
し
い
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
退
職
し
講
師
生
活
で
し
た
が
、
思
い
が
あ
れ

ば
青
年
学
校
に
年
齢
制
限
は
な
い
と
聞
き
、
１
５
期
か
ら
入
れ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
や
っ
と
積
年
の
夢
が
叶
い
ま
し
た
。 

 

一
月
に
１
６
期
第
五
回
学
習
会
が
あ
り
ま
し
た
。
初
日
は
、
野
澤
先

生
か
ら
文
芸
学
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
絵
本
や
六
年

生
の
説
明
文
を
使
い
な
が
ら
、
認
識
の
内
容
や
小
学
校
高
学
年
で
学
習

し
た
い
も
の
の
見
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討

論
で
、
教
材
の
認
識
内
容
を
話
し
合
う
の
は
、
自
分
が
主
体
的
に
考
え

ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
後
で
野
澤
先
生
か
ら
の
講
義
に
よ
り
、
さ
ら

に
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
、
松
田
先
生
に
「
海
の
命
」
の
教
材
分
析
や
授
業
の
実
際

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
級
経
営
と
国
語
の
授
業
が
行
き
か
う

素
晴
ら
し
い
実
践
に
触
れ
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

「
教
材
を
教
え
る
」
の
で
は
な
く
「
教
材
で
教
え
る
」
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
で
も
、
な
か
な
か
現
実
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
で
す
。
こ
れ
ま
で
我
流
で
教
材
研
究
す
る
際
は
、
一
語
一
語
や
文
に

こ
だ
わ
っ
た
り
、
展
開
を
考
え
た
り
し
て
深
く
分
析
し
よ
う
と
は
し
て

い
た
け
れ
ど
、
そ
の
教
材
自
体
に
終
始
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
に
ど

ん
な
力
を
育
て
た
い
の
か
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
り
、
系
統
性
が
押
さ

え
ら
れ
て
い
な
い
と
、
文
の
難
易
度
で
教
材
を
見
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

っ
た
り
往
々
に
し
ま
す
。
国
語
の
力
が
算
数
の
よ
う
に
は
っ
き
り
目
に

見
え
な
く
て
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
国
語
の
授
業
の
差
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

 

青
年
学
校
は
学
年
や
教
材
、
ジ
ャ
ン
ル
を
絞
る
大
会
と
違
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
教
材
を
通
し
て
、
も
の
の
見
方
・
考
え
方
、
認
識
の
方
法
を

学
べ
ま
す
。
本
だ
け
で
は
学
べ
な
い
多
く
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
教
材

を
示
し
て
い
た
だ
い
て
具
体
的
に
学
べ
ま
し
た
。
西
郷
文
芸
学
の
基
礎

か
ら
始
め
て
系
統
的
に
集
中
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
当
に
中

身
の
濃
い
学
習
で
す
。 

 

一
期
二
年
間
で
一
通
り
学
べ
ま
す
が
、
二
期
目
は
一
通
り
学
ん
だ
上

で
再
度
あ
い
ま
い
な
所
を
深
め
ら
れ
る
の
で
、
二
期
学
ぶ
の
が
お
勧
め

で
す
。 

 

私
は
学
び
始
め
が
遅
か
っ
た
の
で
実
践
に
活
か
せ
る
期
間
が
短
か
っ

た
の
が
残
念
で
し
た
。
是
非
若
い
人
や
今
文
芸
研
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
方
は
ま
ず
青
年
学
校
で
集
中
的
に
西
郷
文
芸
学
を
学
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 
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事
務
局
通
信 

★
第
５
４
回
か
ご
し
ま
大
会
に
向
け
て
、
鹿
児
島
・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の

皆
さ
ん
は
、
準
備
に
お
忙
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
と
日
程
が
重
な
っ
て
る
こ
と
も
あ
り
宿
泊
施
設
を
は
じ
め
早

め
の
申
し
込
み
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
第
１
次
チ
ラ

シ
も
で
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
申
し
込
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
各
地
で
の
国
語
の
教
室
、
情
宣
活
動
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実

践
研
で
提
案
レ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か
り
と
討
議
し
、
大
会
の
成
功
に
向
け

て
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

★
文
芸
教
育
誌
と
授
業
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
書
籍
の
宣
伝
、
販
売
、
学
習

を
お
願
い
し
ま
す
。
文
芸
研
で
は
、
編
集
委
員
会
を
中
心
に
、
文
芸
研

が
積
み
重
ね
て
き
た
理
論
と
実
践
を
よ
り
読
者
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
、

今
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
観
点
で
全
サ
ー
ク
ル
員
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
で
、
国
語
の
教

室
で
、
日
常
で
な
ど
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
日
々
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
仲
間
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
皆

様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

★
年
会
費
（
一
人
四
０
０
０
円
）
は
遅
く
と
も
全
国
大
会
に
は
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

    

                        

☆
文
芸
研
今
後
の
予
定 

※
第
五
十
四
会
文
芸
研
か
ご
し
ま
大
会 

（
鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
・
津
曲
学
園
鹿
児
島
高
等
学
校
） 

 

八
月
四
日(

日)

・
五
日
（
月
） 

※
冬
の
実
践
研
（
神
戸
）
十
二
月
二
十
六
（
木
）
・
二
十
七
日
（
金
） 

     

気
付
け
ば
、
文
芸
研
ニ
ュ
ー
ス
も
150
号
と
い
う
一
つ
の
節
目
ま
で

来
ま
し
た
。
132

号
か
ら
松
山
が
編
集
長
と
し
て
勤
め
て
数
年
。
そ
れ

ま
で
、
諸
先
輩
方
が
サ
ー
ク
ル
運
動
を
広
げ
、
深
め
、
勇
気
づ
け
て

き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

上
西
委
員
長
に
よ
る
と
、1

9
7
6

年
か
ら
始
ま
り
、
初
代
編
集
長
・

亀
島
喜
久
子
さ
ん
（
東
京
・
大
き
な
か
ぶ
の
会
）
、
続
い
て
芦
谷
牧

人
さ
ん
（
千
葉
か
ぶ
の
会
）
、
辻
恵
子
さ
ん
（
千
葉
）
、
吉
田
緑
さ

ん
（
福
岡
）
、
寺
村
記
久
子
さ
ん
（
兵
庫
）
、
藤
崎
豊
さ
ん
（
高
知
）
、

田
原
伸
夫
さ
ん
（
広
島
）
、
京
子
さ
ん
（
岡
山
）
、
野
澤
正
美
さ
ん

（
大
阪
）
、
山
中
吾
郎
さ
ん
（
山
口
）
と
、
続
い
て
き
た
そ
う
で
す
。 

150
号
を
記
念
し
て
、
歴
代
の
編
集
長
の
中
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
原
稿

を
書
い
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。 


